
平成２２年 陸前高田市立小中学校適正規模化実施計画

１ 陸前高田市立小中学校適正規模化実施計画とは

陸前高田市立小中学校の適正な通学区域、学校規模、学校配置についての検討を行い、陸前

高田市の未来を担う子どもたちの生きる力を育む教育環境を整備し、学校教育の一層の充実

を図り、活力ある学校づくりを目指すため、平成２２年９月に策定したものです。

２ これまでの学校適正規模化実施計画策定に係る主な経過

３ 適正規模計画による小中学校の統合

⑴ 小学校の統廃合

平成２３年４月 生出小、矢作小、下矢作小の３校を統合し新矢作小学校を開校

平成２５年４月 気仙小、長部小の２校を統合し新気仙小学校を開校

⑵ 中学校の統廃合

ア 東側（広田町、小友町、米崎町）の統廃合

平成２５年４月 広田中、小友中、米崎中の３校を統合し高田東中学校を開校

イ 西側（高田町、気仙町、矢作町、竹駒町、橫田町）の統廃合

平成２３年４月 矢作中と第一中の２校を統合（校名は第一中のまま）

平成２８年４月 橫田中と第一中を先行統合（校名は第一中のまま）

平成３０年４月 気仙中と第一中の２校を統合し高田第一中学校を開校

平成１５年～ 学校関係者との懇談会（現状把握）

平成１８年 第８次教育振興基本計画策定（適正規模化の推進を盛り込む）

平成１９年 陸前高田市立小中学校適正規模化検討委員会の設置

平成２１年 ３月 検討委員会による適正規模化（案）を教育委員会へ提案

平成２２年 ９月 陸前高田市立小中学校適正規模化実施計画の策定

（平成２３年度から平成３２年度までの１０年間の計画）

【学校適正規模化の方向性】

小学校：「複式学級の解消」、中学校：「１学年２学級以上の規模」

平成２３年 ３月 東日本大震災

平成２３年１１月 陸前高田市立小中学校適正規模化実施計画を一部見直し

【学校適正規模化の方向性の見直し】

小学校：「一町一小学校の維持」、中学校：「市内の中学校を東西の２校へ」

【参考資料１】


